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新十津川町の決算概要

財政状況推移 平成24年度の主な事業
安心すまいる助成事業
地域公共交通活性化事業
中学生以下の医療費助成事業
ピンネ農業公社設立

中央地区市街街路灯更新事業
中学校武道場建設事業
行政区自治会館の耐震診断事業

まちづくり読本
-2012年決算版-
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町民のみなさまへ
日ごろから、町民のみなさまには町政の推進にご支援とご協力をいた

だき、誠にありがとうございます。

新十津川町は、平成23年１月１日に、まちづくりの基本的ルールを定

めた「新十津川町まちづくり基本条例」を制定し、住民自治の確立と協

働のまちづくりを進めています。

そのためには、行政が持っている情報を積極的にお知らせして、町民

のみなさまとまちづくりに関する情報の共有を図ることが大切だと考え、

役場がどのような仕事に取り組んで、どれだけのお金を使って事業を実

施したのかを分かりやすくお伝えするための冊子『まちづくり読本決算

版』を昨年度から作成しています。

平成24年度の主な事業として、平成25年４月から本格運行となった地

域公共交通の体制を整えました。

農業の振興では、農業後継者の育成と農地の利用集積を目的としてピ

ンネ農業公社を設立しております。

また、健康づくりの推進では、各種予防接種事業のほか、中学生以下

の医療費負担の軽減を図る医療費助成事業を継続し実施しました。

そのほかにも、地震災害を想定した総合防災訓練、省エネや地震に対

する住宅の安全性の向上を図るための安心すまいる助成事業、行政区自

治会館の耐震診断、中央地区市街街路灯のＬＥＤ照明更新、中学校武道

場の建設などの事業を実施しております。

本冊子には、まちづくりの目標に基づき実施した多くの事業のほか、町

の財政状況も掲載しておりますので、ぜひご覧いただきたいと存じます。

今後も、第５次総合計画に定めた「豊かな自然 あふれる笑顔 みん

なで創る いきいき未来」という将来像の実現のために、町民の皆さま

と共に考え、共に力を合せてまちづくりにまい進してまいりたいと考え

ておりますので、ご理解とご協力をお願い申し上げます。

平成25年10月

新十津川町長 植 田 満
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43②行政の効率的な運営

44公共施設等 電話番号・FAX番号資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資 料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料
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（単位:万円）表－２ 一般会計歳入

Ｈ24決算－Ｈ23決算平成24年度決算平成23年度決算

△ 2,01621,33023,346地方譲与税など

依
存
財
源

9,510333,996324,486地方交付税

△30,04832,07762,125国庫支出金

4,90236,92832,026道 支 出 金

△98471,32772,311町 債

4,11859,26555,147町 税

自
主
財
源

6745,7195,045分担金及び負担金

11213,24513,133使用料及び手数料

△13,47519,68433,159財産収入・諸収入など

334669335繰 入 金

△26,873594,240621,113合 計

（単位:万円）表－１ 各会計決算総括表

歳入歳出差引額歳出決算額歳入決算額予算額会 計

16,926577,314594,240603,689一 般 会 計

1,28635,96437,25036,064国民健康保険特別会計
特

別

会

計

159,3429,3579,393後期高齢者医療特別会計

019,09219,09219,338下 水 道 事 業 特 別 会 計

03,4203,4203,499農業集落排水事業特別会計

1,30167,81869,11968,294小 計

18,227645,132663,359671,983総 合 計

●一般会計歳入

平成24年度の全会計の決算総額は、67億1983万円の予算に対し、歳入が66億3359万円、歳出が64億5132万円と

なりました。これは、平成23年度の決算と比較すると、歳入が２億5485万円（3.7％）の減少、歳出が２億4675万

円（3.7％）の減少となります。

それぞれの会計決算は、表－１のとおりです。

ⅠⅠⅠⅠⅠⅠⅠⅠⅠⅠⅠⅠⅠⅠⅠ 新新新新新新新新新新新新新新十十十十十十十十十十十十十十津津津津津津津津津津津津津津川川川川川川川川川川川川川川町町町町町町町町町町町町町町のののののののののののののの決決決決決決決決決決決決決決算算算算算算算算算算算算算算概概概概概概概概概概概概概概新十津川町の決算概要要要要要要要要要要要要要要要

歳入は、「依存財源」と「自主財源」に分類されま

す。

依存財源は、地方交付税、補助金など国や北海道を

経由する財源などで、まちの裁量が制限されている財

源です。まちの借金である町債についても北海道知事

の同意が必要なので依存財源に分類されます。

自主財源は、町税や、まちが条例や規則で定めるこ

とで徴収できる使用料や手数料などです。

自主財源の割合が高いほど、まちの財政基盤は強い

と言えますが、新十津川町のそれぞれの割合は、依存

財源が83.4％、自主財源が16.6％となっており、依存

財源の割合がとても高くなっています。ただし、依存

財源の大部分を占める地方交付税は、国が集めた税金

を地方に配分するもので地方公共団体の固有の財源と

して自由に使えるお金です。ですから、「依存財源の

割合が高い＝まちの財政が厳しい」ということではあ

りません。

それでは、一般会計の歳入と歳出について、その内容を説明します。
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（単位:万円）表－３ 一般会計歳出

Ｈ24決算－Ｈ23決算平成24年度決算平成23年度決算

1,23267,96366,731総務費

△84962,91763,766民生費

2,10750,87148,764衛生費

4,31032,92028,610農林水産業費

6117,00716,946商工費

△18,61757,00275,619土木費

2,46821,56619,098消防費

△12,89757,96170,858教育費

6,973116,394109,421公債費

△2,56585,30587,870職員費

△7,0207,40814,428議会・労働・災害復旧費

000予備費

△24,797577,314602,111合 計

●一般会計歳出

歳出は、まちが取り組む仕事を効率的に実行するため、表－３のように目的別に分けられています。

借金の返済金である公債費が一番大きな支出となっ

ています。人件費である職員費と合わせると全体の３

分の１を超える額となっており、固定的な経費が大き

くなっていることが分かります。ただし、公債費のう

ち４億3000万円は繰上返済によるものです。 まちの

財政状況や今後の見込を考えながら、少しでも早く借

金を減らせるよう努めています。

総務費は、まちの財産管理、町税の賦課や徴収、住

民票の交付など戸籍に関すること、行政区に関するこ

と、選挙事務など、管理的な業務から町民の皆さんに

直接関係する業務まで、幅広い業務にかかる経費です。

民生費と衛生費は、町民の皆さんの生活にとても関

係の深い経費です。介護保険や保育園の運営、子ども

手当（児童手当）などの福祉に関すること、健康保険

や医療費の助成、各種予防接種などの健康に関するこ

と、上水道やごみ処理などにかかる経費です。

農林水産業費と商工費は、まちの産業振興に関する

経費です。基幹産業である農業に対する補助金、農地

の基盤整備事業に対する町の負担金、町営牧場の運営

や森林の整備などの農林水産業に関すること、商工会

への助成、商工業者への利子助成などの商工業に関す

ること、イベント開催、観光客誘致、特産品開発など

の観光に関することにかかる経費です。

土木費は、まちのインフラ整備に関する経費です。

町道の維持や除排雪、公営住宅の維持管理、下水道の

維持管理などにかかる経費です。

消防費は、滝川地区広域消防事務組合の運営にかか

る負担金や災害対策にかかる経費です。

教育費は、小中学校や給食センターの管理運営、図

書館の管理運営、スポーツセンター、野球場、そっち

岳スキー場などの各種スポーツ施設の管理運営などに

かかる経費です。
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平成24年度末基金残高構

基金とは、まちの貯金のことです。平成24年度末の

基金総額は38億円になりました。

主な基金の性質と残高は次のとおりです。

〇財政調整基金…財源不足に備えるための貯金で、残

高は19億8000万円です。

〇公共施設整備基金…公共施設の整備の財源に充てる

ための貯金で、残高は８億6000万円です。

〇減債基金…借金の返済の財源に充てるための貯金で、

残高は３億2000万円です。

〇地域福祉基金…地域福祉を推進する事業の財源に充

てるための貯金で、残高は２億4000万円です。

〇子ども夢基金…子どもを安心して育てることのでき

る環境づくりを推進する事業の財源に充てるための

貯金で、残高は２億円です。

このほかに、国民健康保険事業基金、水と緑のまち

づくり推進基金、育英事業基金、ふるさと応援基金が

あり、合わせて２億円となっています。

●基金残高（まちの貯金残高）

基金残高の推移
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町債残高の推移

特別会計も含めた全会計の借金の残高は、平成24年

度末で72億7000万円、このうち一般会計分は54億4000

万円になりました。

とても大きな借金ですが、借金の返済金には、あと

から地方交付税として国から交付してもらえるものが

多く含まれていますので、実質の借金はもっと少なく

なります。

例えば、過疎対策事業債という地方債は、返済金の

70％が地方交付税として交付されますので、まちの実

質の負担は30％ですみます。もし、１億円の公共施設

を建設した場合、借金をしないと１億円全額がまちの

負担になりますが、過疎対策事業債を借りると、あと

から返済金に対して地方交付税で7000万円が国から交

付されます（利息に対しても70％交付されます）ので、

実際のまちの負担額は、3000万円ですむことになりま

す。

また、借金は長期間にわたって返済しますので、公

共施設を建設したときの町民だけでなく、将来利用す

る町民にも負担をしてもらうことになり、負担の公平

性を確保するという役割もあります。

このように、現在の本町の借金は、お金が足りない

から借りたのではなく、まちの負担を少しでも減らし

たり、町民の負担を公平にするために計画的に借りて

いるものです。

なお、行財政改革の一環として積極的な繰上返済を

行ってきたこともあり、平成24年度末時点における借

金残高よりも、国から交付されるお金と、まちの貯金

などの借金の返済金として使えるお金の合計額の方が

大きくなっており、本町は借金をすべて返済する財源

が準備できている状況にあります。

今後も、過疎対策事業債などの有利な地方債を積極

的に活用し、安定した財政運営に努めます。

●町債残高（まちの借金残高）
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皆さんの税金で運営する市町村の財政は、公平で効率的な運用が求められます。その内容をチェックするため

の目安として、市町村は、さまざまな指標を算出し公表することになっています。

その中でも代表的な指標である経常収支比率と財政の健全性を判断するための健全化判断比率について、その

内容と推移を説明します。

ⅡⅡⅡⅡⅡⅡⅡⅡⅡⅡⅡⅡⅡⅡⅡ 財財財財財財財財財財財財財財政政政政政政政政政政政政政政状状状状状状状状状状状状状状況況況況況況況況況況況況況況のののののののののののののの推推推推推推推推推推推推推推財政状況の推移移移移移移移移移移移移移移移

●経常収支比率

人件費や借金返済などの固定的な経費が、町税や地

方交付税などの固定的な収入に対してどの程度の割合

かを示す指標です。固定的な経費の割合が低いという

ことは、まちが自由に使えるお金が多かったといえま

すので、「経常収支比率が低いほど財政運営に弾力が

あり、財政状況は良い」という考え方が一般的です。

本町の比率は年々低くなる傾向で推移しており、平

成23年度における全道町村平均と比較しても、良い比

率となっています。

経常収支比率の推移

健全化判断比率（実質赤字比率、連結実質赤字比率、

実質公債費比率、将来負担比率）は、自治体が自分の

まちの状況を把握し財政破たんを未然に防ぐために算

出するもので、法律によって公表が義務付けられてい

ます。

これらの比率は、まちの財政赤字や借金の大きさが

健全な範囲内であるかを判断する基準となります。

全ての比率は、低いほど財政状況が良いと判断され、

いずれかの比率が一定の水準を超えると財政健全化計

画や財政再生計画を定めることが求められます。

財政再生計画を定めた地方公共団体は財政再生団体

となり、実質的な国の管理下で、まちの財政運営を行

うことになります。

本町の比率は年々改善しており、北海道の中でも上

位に位置する安全な水準となっています。

以下で、それぞれの比率について説明します。

健全化判断比率とは
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●実質赤字比率・連結実質赤字比率 ～赤字はありません～

まちの財政の赤字額がどのくらいあるのかを示す指

標です。実質赤字比率は一般会計の、連結実質赤字比

率は４つの特別会計を含めた全会計の赤字額の大きさ

を示す指標です。

平成24年度決算ではいずれの会計も赤字はありませ

んので、実質赤字比率と連結実質赤字比率はゼロとな

っています。

●実質公債費比率 ～無理のない借金返済金額です～

借金の返済に支出した金額

が、税収や交付税収入などの

固定的な収入に対してどの程

度の割合かを示す指標です。

まちの会計以外に滝川地区広

域消防事務組合など新十津川

町が参加している団体の借金

返済に対する負担なども含み

ます。安全な水準は25％未満

となっていますが、本町の比

率は6.9％です。

本町の比率は年々改善して

おり、平成23年度の全道町村

平均と比較しても、良い比率

となっています。

実質公債費比率の推移

●将来負担比率 ～将来に重い負担は残しません～

借金の返済や、まちが後年に

支払うことを約束したお金（債

務負担行為といいます。）など、

将来負担することが決まってい

る額（これを将来負担額といい

ます。）から負担の財源とする

ことができる貯金などを差し引

いた額が、税収や交付税収入な

どの固定的な収入に対してどの

程度の割合かを示す指標です。

この比率が高いと、将来のまち

の財政運営が厳しくなる可能性

が高くなります。

安全な水準は350％未満とな

っていますが、本町は、貯金な

どの合計額が将来負担額を上回

っているため、将来負担比率は

３年連続でゼロとなっています。

将来負担比率の推移
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①①①①①①①①①①①①①① 環環環環環環環環環環環環環環境境境境境境境境境境境境境境のののののののののののののの保保保保保保保保保保保保保保①環境の保全全全全全全全全全全全全全全全

（担当：住民課住民活動グループ）

資源ごみを自主的に回収する子ども会８団体に

対して、回収量に応じて奨励金を支出しました。

＜平成24年度の回収量＞

新聞紙 84トン 段ボール 23トン

アルミ缶 １トン 紙パック １トン

雑誌 28トン ビン ４トン

スチール缶 ２トン

合計 143トン

リリサイクル活動の奨リサイクル活動の奨励励 43万43万円円

（担当：住民課住民活動グループ）

家庭から排出される生ごみを堆肥化して有効利

用し、生ごみの減量化を図るため、処理機器を購

入した方に費用の一部を助成しました。

助成実績は、コンポスト容器29台、電気式生ご

み処理機５台です。

生ごみ処理機の助生ごみ処理機の助成成 31万31万円円

一般家庭や事業所の灯油タンクの破損などによる油の流出を防ぐために吸着マットを購入しました。

また、再生可能エネルギーについて興味や関心を高めるため、再生可能エネルギーのひとつである太陽光

で発電する装置（ソーラーパネル）を使い、家電製品を動かす実演会を３回行いました。

（担当：住民課住民活動グループ）

自然環境を保全する活自然環境を保全する活動動 42万42万円円
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（担当：住民課住民活動グループ）

町内から出たごみを、滝川市にある処理施設

（リサイクリーン）で処理するための費用を負担

しています。

「リサイクリーン」は、滝川市、赤平市、芦別

市、雨竜町、新十津川町の３市２町で構成する、

中空知衛生施設組合で運営しています。

ごごみ処理施設の運ごみ処理施設の運営営 7479万7479万円円

（担当：住民課住民活動グループ）

平成25年度から稼動した、中空知、北空知管内

14市町の共同運営による燃やせるごみの焼却施設

（歌志内市）の建設にかかった経費です。

ごみ焼却施設の建ごみ焼却施設の建設設 5612万5612万円円

各家庭などから出されたごみを集め処理施設まで運ぶ経費と、指定ごみ袋を作る経費です。

新十津川町環境基本計画では、町民１人が１日に出すご

みの量を平成31年度に695グラムにまで減らそうという目

標を立てています。

平成24年度は、763グラムでしたので、今後もごみ減量

に向けて取り組んでいくことが大切です。

町は、ごみの減量に向けて家庭でできる取り組みなどを

お知らせしていきますので、今後も皆さん一人一人のご協

力をお願いします。

＜平成24年度の排出量（町全体）＞

燃やせるごみ………882トン

燃やせないごみ……108トン

生ごみ………………472トン

資源ごみ……………413トン

粗大ごみ…………… 81トン

合計 1956トン

（担当：住民課住民活動グループ）

ごみ収ごみ収集集 4068万4068万円円
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（担当：住民課住民活動グループ）

合併浄化槽は、家庭から出される生活排水を浄

化する装置で、くみ取り式便所や単独浄化槽から

合併浄化槽へ切り替える際の助成金を交付してい

ます。

平成24年度は、５人槽２件、７人槽５件の助成

を行いました。

合合併浄化槽設置助合併浄化槽設置助成成 270万270万円円

（担当：住民課住民活動グループ）

総進区にあるごみ埋め立て処理施設の管理運営

費です。

現在は、リサイクリーンで細かく砕かれた燃や

せないごみと、中空知衛生センターで処理された

汚泥を埋め立てています。

埋め立て処分施設の管埋め立て処分施設の管理理 748万748万円円

（担当：住民課住民活動グループ）

し尿のくみ取りや運搬経費です。くみ取り量は、

人口の減少や、下水道及び合併浄化槽の普及によ

り、年々減少しています。

しし尿くみ取し尿くみ取りり 671万671万円円

（担当：住民課住民活動グループ）

滝川市にある、し尿処理施設「中空知衛生セン

ター」の維持管理費と、施設費を負担しています。

「中空知衛生センター」は、滝川市、雨竜町、新

十津川町の１市２町で運営しています。

し尿処理施設の運し尿処理施設の運営営 2764万2764万円円

13

まちづくり読本 ＜決算版＞

1

助成件数
助成率

（助成金限度額）
助成対象

６件
工事費用の５分の１

（限度額30万円）
既存住宅で、50万円以上の工事省エネ改修工事

０件
診断費用の３分の２

（限度額４万円）
既存のすべての住宅耐 震 診 断

０件
工事費用の５分の１

（限度額75万円）

耐震診断の結果、耐震基準を満

たしていないと判断された、昭

和56年５月31日以前に着工した

住宅

耐震改修工事

隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠 生生生生生生生生生生生生生生活活活活活活活活活活活活活活基基基基基基基基基基基基基基盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤のののののののののののののの充充充充充充充充充充充充充充生活基盤の充実実実実実実実実実実実実実実実

町内の個人が所有する住宅について、燃料資源

が節減される省エネ改修工事に対して、助成金を

交付しました。

耐震化を促進するための耐震診断と、耐震改修

工事の助成申請はありませんでした。

（担当：建設課都市管理グループ）

安安心すまいる助成事業の実安心すまいる助成事業の実施施 125万125万円円

（担当：建設課都市管理グループ）

公営住宅トップ団地２棟72戸、特定公共賃貸住

宅フィールドニュー１棟６戸の適正な維持管理を

するため、屋上の防水と外壁の塗装を行いました。

公公営住宅等の外部改公営住宅等の外部改修修 1174万1174万円円

（担当：建設課都市管理グループ）

公営住宅などの住環境の整備と、長寿命化を図

ることを目的に、平成34年度までの維持管理の方

針や改善、建替計画を策定しました。

また、町内の住宅環境整備に係る課題を検討し、

長寿命化計画の枠組みとなる住生活基本計画も策

定しました。

計画策定には、策定委員会及び作業部会を設置

し、総合行政審議会住民生活部会の意見を伺い策

定作業を進めました。

公営住宅等長寿命化計画の策公営住宅等長寿命化計画の策定定 357万357万円円

＜助成対象と平成24年度の助成件数＞
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６市４町（芦別市、赤平市、滝川市、砂川市、

歌志内市、美唄市、奈井江町、上砂川町、浦臼町、

新十津川町）で共同利用している終末処理施設の

整備や管理に必要な費用を負担し、過去の下水道

整備の借金を返済しました。

（担当：建設課都市管理グループ）

下下水道の管下水道の管理理 １億5646万１億5646万円円

（担当：建設課都市管理グループ）

水道施設などの建設費用の一部負担や、徳富ダ

ムの建設工事費の出資を行いました。

水道企業団への負担水道企業団への負担金金 41641699万円万円
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③③③③③③③③③③③③③③③ 交交交交交交交交交交交交交交通通通通通通通通通通通通通通環環環環環環環環環環環環環環境境境境境境境境境境境境境境のののののののののののののの充充充充充充充充充充充充充充交通環境の充実実実実実実実実実実実実実実実

冬期間の快適な生活環境と安全な交通の確保を

図るため、町が所有している除雪機械と民間から

借り上げた除雪機械を使って、町道247路線、除雪

延長190㎞の除排雪を行いました。

平成24年度は、寒い日が続き、降雪量も例年を

上回り、２年連続の大雪となりました。そのため、

通常の除雪回数が大幅に増えると同時に排雪回数

も増え、経費が大幅に増加しました。

（担当：建設課土木グループ）

町町道の除排町道の除排雪雪 １億2850万１億2850万円円

皆さんの生活の足である路線バスを維持するために、町内各方面を運行している中央バス７路線のうち６

路線に対して、運行赤字の一部を助成しました。

また、平成21年度から３年間行った実証運行の結果を踏まえ、平成25年４月１日からの本格運行に向けた

徳富区方面の乗合タクシーや花月区方面の乗合ワゴンの周知活動を行いました。

地域公共交通を検討する機関「新十津川町地域公共交通活性化協議会」では、今後の運行状況を随時把握

しながら、地域住民にとってより良い運行形態となるよう協議します。

＜中央バス運行赤字助成＞

対象路線 ：滝川浦臼線、滝川北竜線、花月砂川線、総進線、ふるさと公園線、上総進線

＜助成額の変遷＞

実質赤字 うち助成額

Ｈ20 2932万円 1702万円

Ｈ21 3004万円 1700万円

Ｈ22 3084万円 1856万円

Ｈ23 3164万円 1992万円

Ｈ24 3221万円 1881万円

＜地域公共交通活性化協議会負担金＞

住民周知用パンフレット代 15万円

中央バス利用者向けチラシ・ポスター代 10万円

（担当：総務課企画調整グループ）

地域公共交通の確地域公共交通の確保保 1931万1931万円円

Ｈ24Ｈ23Ｈ22Ｈ21Ｈ20

12,85013,6397,81312,7938,389除排雪費（万円）

850812553875640年間降雪量（㎝）

12515011015995最大積雪深（㎝）

5342274442出動回数（回）

22121排雪回数（回）
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安全で円滑な交通を確保するため、町道西２線ほか

８路線（約3.3㎞）の改修を行いました。また大和地

区にある町道の路線名が分かる標示板を設置しました。

（担当：建設課土木グループ）

道道路整道路整備備 １億4512万１億4512万円円

〈主要工事箇所〉

（補助事業）

①西２線道路舗装工事

②西２線道路改築舗装工事その１

③西２線道路改築舗装工事その２

④道路名標識板設置工事

（町費単独事業）

⑤学総線舗装補修工事

⑥西１線舗装改修工事

⑦西村農場２号線歩道改修工事

⑧北３線舗装改修工事

⑨青葉６条通り舗装補修工事

⑩みどり団地内道路改築舗装工事（３路線）

町道に架設された橋の維持管理は、今後、老朽

化する橋が増加することを踏まえ、厳しい財政状

況の中、効率的で合理的な維持補修対策を行う必

要があります。

損傷が大きくなってから対策を行う「事後保

全」ではなく、事前に調査を行い、損傷が大きく

なる前に対策を行う「予防保全」を導入すること

により、修繕・架替に要する費用を縮減すると共

に、費用が一時期に集中しないよう、平準化を図

ります。

平成24年度は、町が管理する橋梁135橋のうち、

92橋を点検し、うち84橋の維持管理計画を策定し

ました。

（担当：建設課土木グループ）

橋梁長寿命化修繕計画の策橋梁長寿命化修繕計画の策定定 531万531万円円
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子子育てスクールの開子育てスクールの開催催 2233万万円円

（担当：保健福祉課子ども・高齢者グループ）

子育てからのリフレッシュや、育児ストレスの

解消、親子のふれあいを目的として、子育てスク

ールを16回開催しました。主な内容はヨガ、軽ス

ポーツ、音楽遊び、親子運動会、人形劇などで、

延べ691人の親子が参加しました。

また、子育てスクールでは、子育てボランティ

ア新十津川町だっこの会の協力で、託児を行うこ

とがあり、平成24年度は小学校の学芸会や卒業式

などの託児も合わせ、延べ288人の託児を行いま

した。

妊婦や中学生までの子どもがいる世帯を経済的に支援するため、子育て世帯専用のポイントカード「得き

っずカード」を１世帯につき５枚交付しています。満点になると町から１枚につき4,500円の上乗せ助成が受

けられます（平成24年度までは１枚につき2,000円）。

平成24年度は、対象521世帯のうち442世帯（85％）に計2,210枚の得きっずカードを交付しました。満点カ

ードになって使用されたものは1,338枚（61％）で、うち868枚（65％）が町内での買い物に使用されました。

（担当：保健福祉課子ども・高齢者グループ）

得得きっずカードの発得きっずカードの発行行 272744万円万円

子育て支援センターの運子育て支援センターの運営営 272777万円万円

（担当：保健福祉課子ども・高齢者グループ）

子育て支援センターでは、保育士の資格を持つ

２人の指導員を配置し、子育て中の保護者の皆さ

んのサポートや、悩みのケアなどを行っています。

より上質な育児支援を行うため、指導員は年に

数回スキルアップ研修を受けています。

また、育児サークルなどの活動のため、事務用

品や画用紙などの材料のほか、毎月子育て雑誌を

購入しています。

＜平成24年度利用者数＞

一般利用 3,813人

育児サークル活動 964人

年齢別活動 843人

子育てスクールなど 812人

合計 6,432人

得きっずカードの有効期得きっずカードの有効期限限

は、その年度の３月31日は、その年度の３月31日まま

でとなっております。までとなっております。まだだ

申請されていない方はお申請されていない方はお早早

めにゆめりあまでお越しめにゆめりあまでお越しくく

ださいださい。。
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（担当：保健福祉課子ども・高齢者グループ）

中学生以下の子どもを養育している方に、６月、

10月、２月に支給しました。

＜支給額＞

３歳未満 15,000円

３歳以上（第１、２子）10,000円

３歳以上（第３子以上）15,000円

中学生一律 10,000円

特例給付 5,000円

※特例給付は、受給者の所得が所得制限額を超

過した場合に支給されます。

子子ども手当・児童手当の支子ども手当・児童手当の支給給 9405万9405万円円

（担当：保健福祉課子ども・高齢者グループ）

保育園の運営は、学校法人華園学園を指定管理

者として委託しています。平成25年３月１日現在

の入園児童は64人です。

疾病や一時的な仕事のための一時保育は、延べ

利用者数36人、保育実日数112日で、延長保育は延

べ利用人数28人、保育実日数35日でした。

保育園の運保育園の運営営 6559万6559万円円

（担当：保健福祉課子ども・高齢者グループ）

児童館では４人の児童厚生員が放課後や休日な

ど、子どもたちが安心して遊べるよう、さまざま

な行事や遊びを行っており、１年間で延べ17,400

人の児童が遊びに来ました。

また、児童の遊びを通じての指導や保護者から

の子育て相談に対応するため、子育て支援アドバ

イザー１人を配置しています。

児童館の運児童館の運営営 710万710万円円

（担当：保健福祉課子ども・高齢者グループ）

子ども夢基金は子どもの健全な育成と、子ども

を安心して育てることができる環境づくりを支援

することを目的に、平成22年に創設した基金です。

現在、２億円の積立金（原資）と利息を合わせ

た基金残高は、２億62万円となっています。

今後、町の財政が厳しくなっても、得きっずカ

ードや医療費の助成など、目的に沿った基金の活

用を目指します。

子ども夢基金への積立子ども夢基金への積立金金 30万30万円円
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地地域活動支援センター負担地域活動支援センター負担金金 703万703万円円

（担当：保健福祉課介護・福祉グループ）

障がいのある方が、自らの意思で自立した生活

ができるよう、創作的活動や生産活動を行なう場

である地域生活支援センターの運営費の一部を負

担しました。

地域活動支援センターは、ゆめりあ内の「あざ

れあ工房」と砂川市の「ぽぽろ」が指定を受けて

います。

障がい者への福祉サービス・支障がい者への福祉サービス・支援援 2億966万2億966万円円

（担当：保健福祉課介護・福祉グループ）

障がいのある方が、住み慣れた地域で安心して

自立した生活をするため、介護の支援や就労の訓

練などを行う「障がい福祉サービス」、移動や入

浴などの支援や生活用具の支給などを行う「地域

生活支援」を実施し、個々のニーズに応じたサー

ビスの提供や支援を行いました。

施設通所等交通費の助施設通所等交通費の助成成 40万40万円円

（担当：保健福祉課介護・福祉グループ）

療育指導を受けるために児童デイサービスを利

用している児童が子ども通園センターへ通うため

の交通費や、重症心身障がい者（児）が機能訓練

のために旭川市の療育センターに通所するための

交通費、在宅の精神障がい者が社会復帰施設に通

所するための交通費について、それぞれ一部を助

成し、経済負担の軽減を図りました。

更生医療費の助更生医療費の助成成 1849万1849万円円

（担当：保健福祉課介護・福祉グループ）

身体障がい者が人工透析などで必要とする医療

費を、それぞれの所得区分に応じて助成すること

で、経済負担の軽減を図りました。

毎月、社会保険診療報酬支払基金や、国民健康

保険団体連合会から送られてくる更生医療対象者

のレセプト請求に応じて支払いをしました。

②②②②②②②②②②②②②② 障障障障障障障障障障障障障障ががががががががががががががいいいいいいいいいいいいいい者者者者者者者者者者者者者者福福福福福福福福福福福福福福祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉のののののののののののののの充充充充充充充充充充充充充充② 障がい者福祉の充実実実実実実実実実実実実実実実

Ｈ24Ｈ23Ｈ22Ｈ21

23182421
対象者
（人）

1,8491,5041,6872,211
助成額
（万円）

Ｈ24Ｈ23Ｈ22Ｈ21

障がい児児童デイサービス通園交通費助成

252420
実施して
いません

対象者
（人）

重症心身障がい者（児）機能訓練交通費助成

7877
対象者
（人）

精神障がい者社会人復帰施設等通所交通費助成

6789
対象者
（人）
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③③③③③③③③③③③③③③③ 高高高高高高高高高高高高高高齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢者者者者者者者者者者者者者者福福福福福福福福福福福福福福祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉のののののののののののののの充充充充充充充充充充充充充充高齢者福祉の充実実実実実実実実実実実実実実実

（担当：保健福祉課子ども・高齢者グループ）

平成23年度から60歳以上の方の新たな趣味作り

を目的として始めた「シニアいきいきクラブ」で

すが、平成24年度はパークゴルフ、剪定・芝管理

・造園、ヨガ、パッチワークの４教室を開催し、

延べ34人が参加登録しました。このうち、ヨガ教

室は平成24年10月から自主サークルとして活動を

開始しました。

シシニアいきいきクラシニアいきいきクラブブ ８８万万円円 レクワーカー養成講レクワーカー養成講座座 26万26万円円

（担当：保健福祉課子ども・高齢者グループ）

平成23年度から町民の健康づくりを目的にレク

リエーションの指導員を養成する講座を開催して

います。

平成24年度は５回開催し、延べ51人が受講しま

した。

ふるさと学園大ふるさと学園大学学 58万58万円円

（担当：保健福祉課子ども・高齢者グループ）

高齢者の学習意欲の向上や健康増進などを目的

とした講義を、平成24年度は９回開催しました。

220人が入学し、修了者（７回以上の出席）109

人、うち皆勤者は50人でした。

（担当：保健福祉課子ども・高齢者グループ）

喜寿（77歳）及び、傘寿（80歳）以上の高齢者

を対象に実施する「長寿を祝う会」の開催を支援

しました。

平成24年度は８月30日に農村環境改善センター

で実施され、来賓を含め399人が出席しました。

長寿を祝う長寿を祝う会会 104万104万円円
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高高齢者等の住宅改修支高齢者等の住宅改修支援援 69万69万円円

（担当：保健福祉課介護・福祉グループ）

高齢者や障がい者等が少しでも自立した生活を

送ることができるよう、住宅改修を行う際に、改

修内容を審査して該当した改修項目について、経

費の３分の１を補助しました。

平成24年度は３件が該当し、段差の解消や手す

りの設置、床材の変更等の改修を行いました。

（担当：保健福祉課介護・福祉グループ）

高齢者の要介護状態への移行を予防するため、

運動機能の維持や向上、認知機能低下予防のため

のデイサービスをゆめりあで行い、延べ1,093人

が週１回ずつ、継続して参加しました。

また、冬期間の体力の低下を予防するための運

動教室を、全地区に対象を拡大して実施し、延べ

549人が参加しました。

介介護予防のための通所型サービ介護予防のための通所型サービスス 520万520万円円

（担当：保健福祉課介護・福祉グループ）

ボタンを押すと消防署につながる緊急通報シス

テムの設置にかかる費用を負担し、高齢者や障が

い者の不安の軽減を図り、緊急時の迅速な対応を

行いました。

平成24年度には68世帯の利用があり、消防署へ

の通報は12件、うち救急隊の出動は４件でした。

緊急通報システムの設緊急通報システムの設置置 10万10万円円

（担当：保健福祉課子ども・高齢者グループ）

高齢者や障がい者世帯の冬期間における除雪の

不安を解消し、在宅生活を確保するため11月から

３月までの期間、除雪サービスを実施しました。

除雪サービスの範囲は、玄関から道路までの人が

通れる程度のスペースとベランダと窓（家の中で

一箇所）です。平成24年度は46人が利用しました。

高齢者等の福祉除高齢者等の福祉除雪雪 323244万円万円
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（担当：保健福祉課健康推進グループ）

妊婦を対象に、妊婦一般健康診査費14回分と超

音波検査費６回分の妊婦健康診査費、１人当たり

合計83,640円を上限に助成しました。

また、母子ともに健やかな妊娠経過をたどり、

出産を迎えられるよう、母子手帳交付時と妊娠期

間中に健康相談と栄養相談を実施しました。

妊妊婦健康診査・相妊婦健康診査・相談談 284万284万円円

（担当：保健福祉課健康推進グループ）

ヒブ・小児用肺炎球菌ワクチン予防接種を指定

医療機関で受けた、生後２か月から５歳未満児の

接種費用の全額を助成しました。

＜豆知識＞

ヒブ（インフルエンザ菌ｂ型）による細菌性髄

膜炎は、５歳未満の乳幼児がかかりやすい病気で

す。

また、肺炎球菌による髄膜炎や肺炎は、２歳未

満の乳幼児がかかりやすい病気です。

ヒブ・小児用肺炎球菌予防接ヒブ・小児用肺炎球菌予防接種種 267万267万円円

④④④④④④④④④④④④④④④ 健健健健健健健健健健健健健健康康康康康康康康康康康康康康づづづづづづづづづづづづづづくくくくくくくくくくくくくくりりりりりりりりりりりりりりのののののののののののののの推推推推推推推推推推推推推推健康づくりの推進進進進進進進進進進進進進進進

がんの早期発見・早期治療のために、胃がん、

肺がん、大腸がん、前立腺がん、子宮頸がん、乳

がん検診を実施しました。

節目年齢の女性の方に子宮頸がん・乳がん検診

無料クーポン券の配布及び平成23年度から追加さ

れた節目年齢の方に対する大腸がん検診無料クー

ポン券の配布を実施しました。

また、町独自の取組みとして、30歳代の女性を

対象に乳がん検診を実施しました。

ががん検がん検診診 585800万円万円

（担当：保健福祉課健康推進グループ）

＜平成24年度助成実績＞

小児肺炎球菌ヒブ

144139助成人数（人）

152113助成額（万円）
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自分の健康に関心を持ち、自ら健康づくりに

取り組めるよう、ウォーキングの普及、啓発な

どを行い、運動習慣の定着を図るとともに町民

一人一人が健やかな生活が送れるよう健康の維

持増進に努めました。

健健康づくりの普及・啓健康づくりの普及・啓発発 282888万円万円

（担当：保健福祉課健康推進グループ）

⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤ 医医医医医医医医医医医医医医療療療療療療療療療療療療療療環環環環環環環環環環環環環環境境境境境境境境境境境境境境のののののののののののののの充充充充充充充充充充充充充充医療環境の充実実実実実実実実実実実実実実実

子育て世帯の経済的負担を軽減し、子どもの健康管理を支援するため、０歳から中学生までのお子さんが

病院で診察を受けたときの保険医療費の全額を助成しました。

中中学校卒業までの医療費実質無料化～乳幼児等医療費の助成中学校卒業までの医療費実質無料化～乳幼児等医療費の助成～～ 22322300万円万円

（担当：住民課戸籍保険グループ）

＜平成24年度の助成実績＞

中学生小学生未就学児全体

金額（円）件数金額（円）件数金額（円）件数金額（円）件数

326,9355966,076132,350,007633,643,01881入 院

1,602,1627144,027,9441,7884,431,1942,61710,061,3005,119通 院

379,3751221,226,171507607,3902862,212,936915歯 科

597,7654201,941,7591,1722,070,2882,0424,609,8123,634調 剤

219,68241389,18346346,62141955,486128その他

3,125,9191,3028,551,1333,5269,805,5005,04921,482,5529,877合 計

は町独自助成
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①①①①①①①①①①①①①① 農農農農農農農農農農農農農農業業業業業業業業業業業業業業のののののののののののののの振振振振振振振振振振振振振振① 農業の振興興興興興興興興興興興興興興興

ピピンネ農業公社の設ピンネ農業公社の設立立 1167万1167万円円

（担当：産業振興課農林畜産グループ）

基幹産業が農業である本町において、農業経営

者の高齢化や担い手不足が進行し、農家戸数の減

少や農地の遊休化など地域農業が衰退する恐れが

高まっています。

町とピンネ農協が共同で設立した「ピンネ農

業公社」では、これらの課題に取り組み、農業後

継者の育成、農地の利用集積などを行いました。

農産物ブランド化の支農産物ブランド化の支援援 110万110万円円

（担当：農産物ブランド化推進室）

町内で生産された農産物のブランド化を推進す

るため、新たな栽培方法を取り入れた良質で安全

な農産物の生産や生産者自らが消費者との対面販

売を実施しました。また、農産物やその加工品の

販路拡大を目指した販売活動、広告活動を行って

いる農産物ブランド化推進協議会へ支援しました。

＜農産物ブランド化推奨産品＞

・トマト・メロン・玉ねぎ・シイタケ

鳥獣駆除による農業被害の防鳥獣駆除による農業被害の防止止 168万168万円円

（担当：産業振興課農林畜産グループ）

エゾシカ、キツネ、鳥類による農業被害を防止

するため、猟友会への駆除委託や、有害鳥獣を捕

獲する農業者を支援する新十津川町有害鳥獣対策

協議会への助成を行い、駆除対策を実施しました。

平成24年度は、エゾシカ40頭、カラス・ハト241

羽、キツネ28頭を駆除しました。

（担当：建設課都市管理グループ）

ダムや用水路等の管理費のうち、洪水防止機能

などの農業生産以外の機能（多面的機能）を保全

する経費を土地改良区に助成しました。また、農

業用水路を適正に管理するため、地元の方々の協

力で用水路周辺の草刈りを定期的に行いました。

国営造成施設管理体国営造成施設管理体制制整備整備のの促進促進 1203万1203万円円
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②②②②②②②②②②②②②② 林林林林林林林林林林林林林林業業業業業業業業業業業業業業のののののののののののののの振振振振振振振振振振振振振振②林業の振興興興興興興興興興興興興興興興

一一般民有林への植栽支一般民有林への植栽支援援 246万246万円円

（担当：産業振興課農林畜産グループ）

地球温暖化防止や土砂流出防止など、公益的機

能の高い森づくりを進めるため、町内の森林にお

いて伐採後の再造林や無立木地への植栽を行う森

林所有者に対して助成しました。

平成24年度は、この事業の対象となる植栽が、

13.75ha行われました。

森森林整備活動の支森林整備活動の支援援 981万981万円円

（担当：産業振興課農林畜産グループ）

民有林の荒廃や管理放棄を増加させないため、

森林所有者が地域ごとに共同で町と協定を締結し、

その協定に基づいて行った作業道の整備などの地

域活動に対し、対象となる森林面積に応じて交付

金を交付しました。

平成24年度の交付の対象となる森林面積は、

2,404.81haでした。

森林総合研究所との町有林育森林総合研究所との町有林育成成 2031万2031万円円

（担当：産業振興課農林畜産グループ）

環境保全と町有財産資源の確保を図るため、森

林総合研究所との契約に基づき、町有林の育成及

び管理を行いました。

平成24年度は、苗木の植栽10ha、苗保育のため

の下草刈り51.25ha、保育間伐30.52ha、森林管理

用作業道の新設1,043ｍを行いました。
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借借入資金の利子補借入資金の利子補給給 204万204万円円

（担当：産業振興課商工観光グループ）

景気の低迷に伴う中小企業者への緊急経済対策

として、町内の商工事業者が国や北海道の融資制

度を利用して借入している資金の利子の「２分の

１相当分、１事業者上限50万円」を助成しました。

平成24年度は14社に助成しました。

③③③③③③③③③③③③③③ 商商商商商商商商商商商商商商工工工工工工工工工工工工工工業業業業業業業業業業業業業業のののののののののののののの振振振振振振振振振振振振振振③ 商工業の振興興興興興興興興興興興興興興興

一昨年、台風による深刻な被害を受けた十津川

村の商工観光産業の一日も早い復旧、復興を支援

するとともに、町内の商工業の活性化を図るため、

十津川村の宿泊施設利用者に対して、１人３万円

分のふれあい商品券を交付しました。

なお、十津川村へは81名の方が訪問しました。

十十津川村支援事業補助十津川村支援事業補助金金 243万243万円円

（担当：産業振興課商工観光グループ）

地元消費拡地元消費拡大大 600万600万円円

（担当：産業振興課商工観光グループ）

商工会と商業団体が連携を図り、地元での購買

意欲の向上と消費拡大を図るため、商工会が販売

した割増商品券の割増分とスタンプラリー抽選会

に助成しました。

割増商品券は平成24年12月２日に発売され、１

口１万円で１万2000円分の商品券が2,500口販売

されました。

また、スタンプラリー事業は平成24年９月２日

に抽選会を行い、707人が参加しました。
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④④④④④④④④④④④④④④ 観観観観観観観観観観観観観観光光光光光光光光光光光光光光のののののののののののののの振振振振振振振振振振振振振振④観光の振興興興興興興興興興興興興興興興

新十津川町の夏、冬の最大のイベントとなって

いる、ふるさとまつりと雪まつりの企画と運営を

行っているふるさとまつり実行委員会へ開催費用

の一部を助成しました。

７月29日にふるさとまつり、１月27日に雪まつ

りが開催され、それぞれに350万円の助成を行い

ました。

＜平成24年度の来場者数＞

・ふるさとまつり 8,000人

・雪まつり 4,500人

イイベントの共イベントの共催催 707000万円万円

（担当：産業振興課商工観光グループ）

観光ＰＲの推観光ＰＲの推進進 269万269万円円

（担当：産業振興課商工観光グループ）

平成24年度は、町内イベント充実のために、観

光イベントで使用するテント幕を一部更新しまし

た。

また、東京や札幌で開催された観光ＰＲイベン

トなどに参加し、観光・特産品のＰＲを行いまし

た。

（担当：産業振興課商工観光グループ）

文化伝習館では陶芸・染物・織物の講座を週３

回実施しています。この講座の他に、体験メニュ

ーも実施しました。

団体利用は５月から７月に集中しており、研修

旅行に組込んでいる学校もあります。

＜平成24年度の体験人数＞

陶芸体験 1,644人

染物体験 576人

織物体験 458人

合計 2,678人

文化伝習館での工芸文化伝習館での工芸体体験験 425万425万円円
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①①①①①①①①①①①①①① 消消消消消消消消消消消消消消防防防防防防防防防防防防防防・・・・・・・・・・・・・・救救救救救救救救救救救救救救急急急急急急急急急急急急急急体体体体体体体体体体体体体体制制制制制制制制制制制制制制のののののののののののののの充充充充充充充充充充充充充充①消防・救急体制の充実実実実実実実実実実実実実実実

消防組織の維持、充実のためには、多額の費用が必要となるため、新十津川町の消防事務は、滝川市、雨

竜町とともに滝川地区広域消防事務組合（一部事務組合）を設置し、その運営の経費を各市町で応分に負担

しています。

主なものとしては、消防職員の人件費、消防署庁舎などの維持管理経費、消防団の運営経費、消火栓など

の消防施設の整備・維持管理経費、消防車両の維持管理経費、消防無線のデジタル化の経費などがあります。

また、平成24年度は、第一分団の消防タンク車１台を更新し、その経費を負担しました。

滝滝川地区広域消防事務組合負担滝川地区広域消防事務組合負担金金 １億8723万１億8723万円円

（担当：総務課総務グループ）
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②②②②②②②②②②②②②② 防防防防防防防防防防防防防防災災災災災災災災災災災災災災体体体体体体体体体体体体体体制制制制制制制制制制制制制制のののののののののののののの充充充充充充充充充充充充充充② 防災体制の充実実実実実実実実実実実実実実実

町では災害に備えて３年に１度総合防災訓練を実施しています。平成24年度は町民や消防団員など360人

が参加しました。

大地震を想定した訓練は、簡易担架搬送訓練やロープブリッジ救出訓練、消火訓練や日赤奉仕団による炊

き出し訓練など、参加者一人一人の防災意識の高揚につながる訓練でした。

地地域防災力の強化～総合防災訓練地域防災力の強化～総合防災訓練～～ 38万38万円円

（担当：災害対策事務局）

災害救助物資の備災害救助物資の備蓄蓄 11万11万円円

（担当：災害対策事務局）

災害時に備えて、最低限の生活必需品をゆめり

あに備蓄しています。

備蓄数量は、100人の方が１日生活できる量を

目安としています。

平成24年度は、消費期限が切れたスティックパ

ンや缶詰、乳児用粉ミルクなど不足分の補充を行

いました。

＜主な備蓄物資＞

哺乳ビン、育児用ミルク、パンツオムツ、

紙オムツ、避難用品生活セット、毛布、

カセットコンロ、非常用トイレ、水電池、

アルファ米、みそ汁、缶詰、缶入りカンパン、

クラッカー など
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③③③③③③③③③③③③③③ 生生生生生生生生生生生生生生活活活活活活活活活活活活活活安安安安安安安安安安安安安安全全全全全全全全全全全全全全体体体体体体体体体体体体体体制制制制制制制制制制制制制制のののののののののののののの充充充充充充充充充充充充充充③生活安全体制の充実実実実実実実実実実実実実実実

国道275号沿線にある街路灯の機能低下や未設置区間をＬＥＤ灯に更新、新設し、省エネと安全安心の明る

い街づくりを推進しています。

平成24年度は、橋本区・みどり区内29基を更新しました。

中中央地区市街地街路灯の更中央地区市街地街路灯の更新新 3264万3264万円円

（担当：住民課住民活動グループ）

交通安全施設整交通安全施設整備備 1020万1020万円円

（担当：住民課住民活動グループ）

交差点を見やすくするために設置された交差点

照明38基のうち、５基の電球交換や柱の修繕を行

いました。

また、老朽化した３基を更新しました。

更に弥生区に安全運転啓発看板を新設しました。

安全・安心推進協会の支安全・安心推進協会の支援援 148万148万円円

（担当：住民課住民活動グループ）

町内の交通安全や防犯のために活動する新十津

川町安全・安心推進協会へ助成を行いました。

安全・安心推進協会は、青色回転灯防犯パトロ

ール活動の実施や各季の交通安全運動に参加し、

本町の安心で住みよいまちづくりに貢献していま

す。
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①①①①①①①①①①①①①① 学学学学学学学学学学学学学学校校校校校校校校校校校校校校教教教教教教教教教教教教教教育育育育育育育育育育育育育育のののののののののののののの充充充充充充充充充充充充充充①学校教育の充実実実実実実実実実実実実実実実

平成25年４月から中学校の保健体育科に武道が必修

化されました。本町では、必修化に先駆け平成21年度

から剣道に取り組んできました。

平成24年12月に完成した武道場では、中学校の剣道

授業が行われると共に、中学校剣道部の活動、剣道少

年団の活動、町内の剣道愛好家による稽古や大会など

が行われています。

内装には、母村十津川村産のヒノキ材と新十津川町

産のトドマツ材、道産のカバ材を豊富に使用し、床に

は剣道専用の衝撃を吸収する下地材を施しました。

住所 新十津川町字中央28番地１

構造 鉄骨造平屋建

面積 760.51平方メートル

格技スペース 11メートル四方 ２面

中中学校武道場の建中学校武道場の建設設 2億3155万2億3155万円円

（担当：教育委員会学校教育グループ）

中学校コンピュータの整中学校コンピュータの整備備 342万342万円円

（担当：教育委員会学校教育グループ）

情報教育の環境を整備しました。中学生のパソ

コン操作能力や情報活用能力の育成を目的に、平

成17年に購入した中学校のパソコン教室で使用し

ている授業用のパソコン本体（生徒用36台、教師

用１台）やネットワーク関連機器、授業支援用ソ

フトを更新しました。

農業高校の教育振農業高校の教育振興興 314万314万円円

（担当：教育委員会学校教育グループ）

新十津川農業高等学校の特色ある教育活動に対

し、各種大会活動への支援、遠距離通学者への通

学費の一部助成や、ホームヘルパー２級資格取得

などへの経費の助成を行いました。
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ススクールバスの購スクールバスの購入入 2489万2489万円円

（担当：教育委員会学校教育グループ）

小中学校の児童生徒の安心で安全な通学を確保

するために、64人乗りのスクールバス１台を更新

しました。

登下校の運行のほか水泳授業、スキー授業、総

合的な学習の時間や中体連の大会など、児童生徒

の移動に利用しています。

中学校教育の推中学校教育の推進進 484万484万円円

（担当：教育委員会学校教育グループ）

中学校の生徒のために、特色ある学校づくりを

進めました。

小学生と同じように夏季、冬季休業中には、学

生ボランティアや地域の協力による学習会「やま

びこ」を改善センターとゆめりあで開催しました。

豊かな心を育む鑑賞事業として、雨竜町との共

同事業で総合的な学習の時間を活用し、シアター

パブリック・ムカシ玩具 舞香一人芝居「神々の

謡（うた）」を行いました。

また、食育を推進するために地産地消と安全性

を学び、食に関心を持ち、郷土愛を育む教育を進

めました。

教育充実指導講師の配教育充実指導講師の配置置 231万231万円円

（担当：教育委員会学校教育グループ）

中学校の授業体制をより充実させるために臨時

講師を１人配置しました。

講師は、主に社会科を担当しました。

また、「読み、書き、計算」の基礎と基本や

「見る、聞く、話す」などの学習能力を伸ばすた

め、ＴＴ（ティーム･ティーチング）指導など授

業の工夫や充実に努めました。

小学校教育の推小学校教育の推進進 419万419万円円

（担当：教育委員会学校教育グループ）

小学校の児童の学力向上を目的に規則正しい生

活習慣、学習習慣を定着させるため夏季、冬季休

業中に学生ボランティアや地域の協力による学習

会「やまびこ」を改善センターとゆめりあで開催

しました。

また、雨竜町との共同事業で総合的な学習の時

間を活用し、劇団野ばらによる創作劇「あした・

あさって・しあさって」を鑑賞し豊かな心を育む

機会を提供しました。
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②②②②②②②②②②②②②② 社社社社社社社社社社社社社社会会会会会会会会会会会会会会教教教教教教教教教教教教教教育育育育育育育育育育育育育育のののののののののののののの充充充充充充充充充充充充充充②社会教育の充実実実実実実実実実実実実実実実

芸芸術鑑芸術鑑賞賞 292万292万円円

（担当：教育委員会社会教育グループ）

ゆめりあホールで、音楽や芸術鑑賞会を４回実

施しました。

平成24年度は合計1,266人の入場がありました。

特に、でんじろうおもしろサイエンスショーは、

第１部、２部ともにほぼ満席となり、家族そろっ

ての鑑賞機会を提供することができました。

児童生徒の母村訪児童生徒の母村訪問問 143万143万円円

（担当：教育委員会社会教育グループ）

母村十津川村との交流を深めるため、児童生徒

29人と教職員等６人が、奈良県十津川村を訪問し

ました。

訪問先では、平成23年に大きな被害をもたらし

た台風12号の影響を肌で感じ、本町の歴史的背景

をより深く学ぶことができました。

また、地域の方々や児童生徒との交流を通して、

母村との絆を一層深めることができました。

子ども絵画教室や親子造形教室、小学６年生を対象とした通学合宿を実施しました。

通学合宿は、より効果的な内容となるように、日数を３泊４日から６泊７日に増やして実施し、31人が参

加しました。

生活の仕事や家庭学習など、自分たちで立てた計画を、毎日の振り返りの中で修正しながら生活すること

で、規則正しい生活や学習習慣の定着へのきっかけづくりとなりました。

体験学習の推体験学習の推進進 12万12万円円

（担当：教育委員会社会教育グループ）

入場者（人）内容開催日

第１部 341

第２部 348

でんじろう おもしろ

サイエンスショー

6/30

（土）

271瀧本豊壽民謡コンサート
7/10

（火）

126
加羽沢美濃

ピアノファンタジー

8/9

（木）

180
歌舞伎フォーラム公演

「あんまと泥棒」

9/25

（火）

1,266合 計

＜平成24年度実績＞
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絵絵本ふれあい事絵本ふれあい事業業 10万10万円円

（担当：図書館）

家庭での読書習慣の定着を推進するとともに、

絵本を介して親子でふれあうかけがえのないひと

ときを応援しました。

３～４か月児の健康相談時に、乳幼児向けの絵

本２冊と絵本バックを贈呈し、絵本を手にしても

らえるように、読み聞かせのアドバイスを行ない

ました。

プロ野球公式試合開催の支プロ野球公式試合開催の支援援 30万30万円円

（担当：教育委員会社会教育グループ）

北海道日本ハムファイターズと読売ジャイアンツによるイースタン・リーグ戦の開催を支援しました。

当日は、3,607人が来場し、熱戦に声援を送りました。

また、前日には日本ハムファイターズの選手による少年野球教室が開催され、子どもたちは、一流選手の

指導に、目を輝かせていました。

＜試合結果＞ 日本ハム３－１巨人

ふふるさと公園内体育施設の管理運ふるさと公園内体育施設の管理運営営 6177万6177万円円

（担当：教育委員会社会教育グループ）

ふるさと公園内の体育施設の運営管理のほか、

今後も継続して、より安全で利用しやすい施設と

するため、大規模修繕を行いました。

大規模修繕の内容は、スポーツセンターのカー

テンの取り替えと排煙窓の修理、温水プールの屋

根の修理、ふるさと公園野球場トイレ屋根の修理

などのほか、イースタンリーグ開催に合わせてピ

ンネスタジアムの内野グラウンドやブルペンの整

備を行いました。
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①①①①①①①①①①①①①① 住住住住住住住住住住住住住住民民民民民民民民民民民民民民参参参参参参参参参参参参参参加加加加加加加加加加加加加加のののののののののののののの促促促促促促促促促促促促促促① 住民参加の促進進進進進進進進進進進進進進進

行政区の自主的で特色のある活動（提案事業）を通じて、地域の結びつきを強くし、住み良い地域づくり

を目指すための事業や、行政区と町がお互いに協力し合い、役割と責任を分担しながら行う活動（協働事

業）を支援しました。

また、町内会活動の推進のため行政区の代表の方が研修会（札幌市）に参加したほか、町内に講師を招い

て研修会を実施しました。

＜基本事業＞

会館清掃・区民レク・子ども会、老人クラブ助成金等

＜提案事業＞

・地域環境整備事業 ・区民研修事業

・コミュニティー推進事業 ・防災・安全安心事業

・高齢者支援事業 ・文化づくり事業

＜協働事業＞

・防犯灯の維持管理 ・ゴミステーション除雪

・広報しんとつかわ配布 ・公衆便所維持管理

・町有地草刈り ・墓地草刈り

・道路清掃 ・公園維持管理

行行政区活動の支行政区活動の支援援 1224万1224万円円

（担当：住民課住民活動グループ）

行政区会館の耐震診行政区会館の耐震診断断 714万714万円円

（担当：総務課財務グループ）

行政区自治会館の耐震２次診断を実施しました。

診断の結果、耐震性能を有する自治会館は、大

和区自治会館のみでした。他の自治会館はコミュ

ニティ施設や災害時の避難施設としてのあり方な

どを検討し、今後老朽化した設備の更新などを含

め、改修の方針を整理します。

ホームページのリニューアホームページのリニューアルル 375万375万円円

（担当：総務課企画調整グループ）

平成17年度に開設したホームページをリニュー

アルし、探しやすく分かりやすいホームページに

更新しました。

また、ホームページのサーバーを町外のデータ

センターに置き、地震や洪水で役場が利用できな

い状況に陥ってもホームページでの情報が提供で

きるよう災害対策も施しました。

＜耐震性の有無＞

○大 和 区

×橋 本 区

×みどり区

×菊 水 区

×文 京 区

×弥 生 区

×花 月 区

※中央区、青葉区、徳富区の自治会館は、昭和56年の

建築基準法の改正後に建設されており、耐震性を

満たしているので、耐震診断は実施していません。
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平成17年度に導入したホームページをリニュー

アルし、探しやすくわかりやすいホームページに

更新しました。

また、ホームページのサーバーを町外のデータ

センターに置き、地震や洪水で役場が利用できな

い状況に陥ってもホームページでの情報が提供で

きるよう災害対策も施しました。

ホホームページのリニューアホームページのリニューアルル 375万375万円円

（担当：総務課企画調整グループ）

平成17年度に導入したホームページをリニュー

アルし、探しやすくわかりやすいホームページに

更新しました。

また、ホームページのサーバーを町外のデータ

センターに置き、地震や洪水で役場が利用できな

い状況に陥ってもホームページでの情報が提供で

きるよう災害対策も施しました。

ホームページのリニューアホームページのリニューアルル 375万375万円円

（担当：総務課企画調整グループ）

町政発展功労者の表町政発展功労者の表彰彰 42万42万円円

（担当：総務課総務グループ）

町の振興発展や町民生活の向上に特に功績のあ

った個人に対し、表彰状や感謝状を開町記念式典

で贈呈しました。

開町記念式開催事開町記念式開催事業業 71万71万円円

（担当：総務課総務グループ）

開拓先人の労苦をしのび、その功績をたたえ、

感謝し、郷土を愛する心を養い、よりよき新十津

川町を築き上げる決意を新たにするため、毎年６

月20日の開町記念日に式典を開催しています。

式典では、母県奈良県、母村十津川村をはじめ、

多くの方々に列席いただきました。

自然災害の発生を止めることはできませんが、地域の防災リーダーの下で事前の訓練や打ち合わせを行っ

ておくことにより、被害軽減に大きな効果があるとされています。

町では、地域の防災リーダーの育成がとても大切であると考え、計画的に防災リーダーの資格である「防

災士」の資格取得を進めています。

昨年度は、新たに３人が防災士の資格を取得しました。今後、地域の防災力強化に期待が高まります。

＜これまでに防災士になられた方々＞

○平成21年度 ○平成22年度

空知中央病院 松浦勝幸さん 中央区 大友善行さん

○平成23年度 ○平成24年度

橋本区 山崎 隆さん 菊水区 古坊 基さん 青葉区 沼澤信彰さん

菊水区 井上秀夫さん 菊水区 中田利住さん 中央区 坂林 武さん

菊水区 大尻一貴さん 菊水区 西井將雄さん 中央区 神田晃宏さん

青葉区 岡下博樹さん 青葉区 髙橋逸雄さん

花月区 工藤大輔さん 総進区 笠井正憲さん

地域防災リーダーの育地域防災リーダーの育成成 21万21万円円

（担当：総務課企画調整グループ）

＜平成24年度表彰者内訳＞

1人功労表彰

23人永住功労感謝状

3人高額寄附感謝状

27人合 計
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②②②②②②②②②②②②②② 行行行行行行行行行行行行行行政政政政政政政政政政政政政政のののののののののののののの効効効効効効効効効効効効効効率率率率率率率率率率率率率率的的的的的的的的的的的的的的なななななななななななななな運運運運運運運運運運運運運運② 行政の効率的な運営営営営営営営営営営営営営営営

役役場庁舎の耐震診役場庁舎の耐震診断断 289万289万円円

（担当：総務課財務グループ）

役場庁舎の耐震２次診断を実施しました。

コンクリートコアによる強度試験の結果、全階

において設計基準強度以下であることが分かりま

した。

このため、全階の耐震補強を実施することが必

要となり、耐震工事の方法や老朽化した暖房設備

の更新、窓ガラスの高断熱化や電灯のＬＥＤ化な

ど、省エネルギーへの取組みも検討し、今後は庁

舎改修の条件整理を行い、方向性を決定します。

総合行政審議会の運総合行政審議会の運営営 81万81万円円

（担当：総務課企画調整グループ）

総合行政審議会は、18人の委員を総務部会と住

民生活部会の２つの部会に分けて審議を行いまし

た。

平成24年度は、町が進めている行政評価（外部

評価）や、環境基本計画の検証、空き家空き地対

策などについて審議しました。

＜平成24年度の会議開催回数＞

全体会議 ２回

総務部会 ６回 住民生活部会 ６回

新十津川町人材育成基本方針に基づき、職員の能力向上を図ることを目的として、各種研修に職員を派遣

しました。

派遣先は自治大学校や市町村職員中央研修所、北海道市町村職員研修センター、北海道空知町村会などで、

職位に応じた階層別の研修や課長職が派遣職員を指名する専門技術に関する研修のほか、職員自らが研修先

を選択して学習の機会を設ける自主研修を実施しました。

また、雨竜町と共同で開催した研修会では、若年職

員を対象に『ブレイクスルー思考』（既成概念を破る

思考法）について学び、スキルアップを図りました。

職員の研修派職員の研修派遣遣 333万333万円円

（担当：総務課総務グループ）

＜平成24年度研修派遣実績＞

3人自治大学校
階層別

研 修
12人北海道市町村職員研修センター

6人北海道空知町村会

17人指名研修（専門技術に関する研修など）

12人自主研修

50人合 計
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ＦＡＸ電話番号施 設 名

76-2785

76-2130住 民 課

役

場

庁

舎

76-2134産 業 振 興 課

76-3192会 計 課

76-2131総 務 課

76-2139建 設 課

76-3191議 会 事 務 局

76-2135農 業 委 員 会

72-200672-2000保 健 福 祉 課 ・ ゆ め り あ

76-322376-4233教育委員会・改善センター

76-312676-3141総 合 振 興 公 社 ・ 物 産 館

74-240276-2402児 童 館

76-287176-2419新 十 津 川 保 育 園

72-208872-2088地域子育て支援センター

－72-2030地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー

76-339076-3390ス ポ ー ツ セ ン タ ー

－76-2075そ っ ち 岳 ス キ ー 場

－76-2925温 水 プ ー ル

－76-2500サンウッドパークゴルフ場

－76-3838ピ ン ネ ス タ ジ ア ム

76-400376-4152新 十 津 川 幼 稚 園

76-347776-2505新 十 津 川 小 学 校

76-216276-2161新 十 津 川 中 学 校

76-229276-2621新 十 津 川 農 業 高 等 学 校

76-267176-2528給 食 セ ン タ ー

76-464176-3746図 書 館

－76-2622開 拓 記 念 館

ＦＡＸ電話番号施 設 名

－76-4098尚 武 館

76-303676-3000サ ン ヒ ル ズ ・ サ ラ イ

76-299576-2995新 十 津 川 物 語 記 念 館

76-299276-2991文 化 伝 習 館

76-425776-4257新規就農者技術修得センター

73-207873-2077農 林 産 物 加 工 セ ン タ ー

－76-4302除 雪 セ ン タ ー

76-371676-2619消 防 支 署

76-366076-2486西 空 知 広 域 水 道 企 業 団

73-263273-2632吉野地区活性化センター

76-350576-2600社 会 福 祉 協 議 会

74-228574-2281空知農業改良普及センター中空知支所

－76-2610新 十 津 川 駐 在 所

－74-2012花 月 駐 在 所

－76-2573大 和 駐 在 所

76-206476-2560新 十 津 川 郵 便 局

76-291276-2960橋 本 郵 便 局

76-209476-2901石 狩 大 和 郵 便 局

73-246573-2121石 狩 吉 野 郵 便 局

74-253074-2400花 月 郵 便 局

76-222476-2211札幌開発建設部滝川河川事務所

76-437676-4397札幌開発建設部樺戸農業開発事務所

76-333676-2261新 十 津 川 土 地 改 良 区

76-444576-2571新 十 津 川 町 商 工 会

75-380175-3800中 空 知 衛 生 施 設 組 合

66-213866-2152空 知 中 部 広 域 連 合

【【【【【【【【【【【【【【資資資資資資資資資資資資資資料料料料料料料料料料料料料料【資料】】】】】】】】】】】】】】】 公公公公公公公公公公公公公公共共共共共共共共共共共共共共施施施施施施施施施施施施施施設設設設設設設設設設設設設設等等等等等等等等等等等等等等 電電電電電電電電電電電電電電話話話話話話話話話話話話話話番番番番番番番番番番番番番番号号号号号号号号号号号号号号・・・・・・・・・・・・・・ＦＦＦＦＦＦＦＦＦＦＦＦＦＦＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ番番番番番番番番番番番番番番公共施設等 電話番号・ＦＡＸ番号号号号号号号号号号号号号号号
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